
縁に歪みが無い 縁に歪みがある



一般的な鏡

歪みが少ないためクッキリ見やすい 歪みがあるため見づらい

Silver Mirror 全てにおいて同品質

鏡の品質が違う！

ワイドミラーで走行中のストレスを低減！

車種に合わせた衝撃緩和機構

瞬時の判断が求められるオートバイだからこそ
クリアで歪みの少ない鏡にこだわっています

鏡像は小さくなりますが、
より広く後方の
情報が得られます

走行中のミラー接触時に衝撃を緩和する部品です。(転倒時のリスクを抑え、歩行者へのダメージ
も軽減します。)ナポレオンミラーには以下3種類で対応しています。

曲率比較

NAPOLEON広角ミラー 純正ミラー



A

● ミラーが車両の左右に取り付けられていること。（一部対象外）
● 車両の左右外側線上50mの交通状況が確認できること。（一部対象外）
● 歩行者等に接触した場合に衝撃を緩衝できる構造であり、歩行者に傷害を与える恐れのないもの。
● 反射面の中心が、かじ取装置の中心を通り進行方向に平行な鉛直面から280mm以上外側にあること。
　など

・ハンドルバー式かじ取装置を備える原動機付自転車、二輪自動車、側車付二輪自動車及び三輪自動車であって、車室の無いものに適用されます。
・自動車使用者が使用過程にある自動車又はその部品の改造、装置の取付け又は取り外しその他これらに類する行為により構造、装置又は性能に係わ
る変更を行う場合に適用されます。

■この資料は、保安基準のミラーについての全てを記載したものではありません。今回改正された部分を中心に少しでもわかりやすくまとめたもの
で、この資料の条件を全て満たしても、必ずしも保安基準を満たすとは限りません。（ミラーの形状や取付条件等も関係します。）
したがいまして、不具合（車検に通らなかった、取締りで捕まった等）が生じた場合でも、弊社として責任をとるものではありません。
■この資料をご利用する場合は、上記の点をよくご理解の上お願いいたします。
なお同業者様、ならびに報道・雑誌社様などでのご利用はご遠慮ください。

・道路運送車両法
・道路運送車両法の保安基準　（第44条、第64条の２）
・道路運送車両法の保安基準の細目を定める告示　（第146条、第267条）
・道路運送車両法の保安基準第２章及び第３章の規定の適応関係の整理のため必要な事項を定める告示（第52条、第70条）
をご覧ください。

詳しくは

一般的なオートバイのバックミラーをアフターパーツに交換する場合に適応になります。（トライク、車室付き等の車両は基準が異なります。）

● ミラーが車両の左右に取り付けられていること。（一部対象外）
● 車両の左右外側線上50mの交通状況が確認できること。（一部対象外）
● 歩行者等に接触した場合に衝撃を緩衝できる構造であり、歩行者に傷害を与える恐れのないもの。
● 反射面の中心が、かじ取装置の中心を通り進行方向に平行な鉛直面から280mm以上外側にあること。
　など

どんな形状でも面積が
69cm2以上必要



バレンクラシック/バレンT.T/バレンA.A/リュートミラー/ナポレオンモターズミラーなど、取り付け部が
前方に伸びているミラーを取り付けする場合は、ブレーキのリザーバータンク等に接触する場合があ
ります。
この場合はミラー高さ調整スペーサーやストレートターナー等を使用して上方に移動してください。
またオーディオコントローラーやグリップヒーターのスイッチなども同様に接触する場合があります。
場合によってはミラー高さ調整スペーサーでは接触を回避できない事もありますのでご注意くださ
い。

純正ミラーアダプターが装着されている車両については、ミラー交換時に純正ミラーアダプターをそ
のまま装着して使用するか、外して直接ミラーを装着するかで選択するミラーのネジ径や締め付け方
向（正、逆ネジ）が異なります。
多くの純正ミラーアダプターはミラーが受けた衝撃を吸収させる目的で取り付けられていますが、こ
れは規定の締め付けトルクで取り付けられている場合であり、ミラーを交換した際に締め付けトルク
が適正でないと衝撃を吸収することができない場合があります。（強く締めると衝撃を受けても緩まな
い)
ナポレオンターナーは締め付けトルクがある程度正確でなくても、衝撃吸収機構が作用する構造とな
っております。
また純正ミラーアダプターは純正ミラーのブーツで覆われる前提であるため未塗装のものが多いよ
うです。装着時の見た目も考慮し、ミラーアダプターの選択及び、それに準じたミラーの選択をお間違
いないようご注意ください。

ミラーが受けた衝撃を吸収する目的で、新車時から既にミラーアダプターが装着されている車両があります。代表的な純正ミラーアダプ
ターを下記にご紹介します。

破損や事故を防止するため下記の事項をよくお読みになって安全確実な作業を行ってく
ださい。
・純正のミラーを外したら車両側ミラーホルダーのネジ穴に潤滑油を少量つけてくださ
い。
・取り付けるミラーもしくはミラーアダプターを、まずは工具を使用せずに手で車両側に
ネジ込んでいきます。
・ネジ込む際にミラーもしくはミラーアダプターが車両側ミラーホルダーのネジ穴に対し
て必ず垂直に入るよう行ってください。
・ネジが最後まで手でスムーズに回転することを確認してください。ナポレオンミラーアダ
プターの場合は付属のワッシャーを必ずご使用ください。
・ミラーを車体に仮止めしたら乗車状態で後方視界が良好であるかを確認してください。
・ステーの角度を調整しロックナットを工具で固定します。締め付けトルクは8mmは12～
19[N・m]、10mmは24～39[N・m]です。トルクレンチが無い場合は目安として手で最後ま
で締めた場所から8mmは約12分の1回転、10mmは約10分の1回転を工具で締めてくだ
さい。

・ミラーアダプターも同様に8mmは12～19[N・m]、10mmは24～
39[N・m]で車両側に固定し、次にミラーアダプターにミラーを固定
します。この際にミラーアダプター側を必ずレンチで固定して締め
上げてください。

取付穴が車体カバーに覆われて奥にある為、ミラーのロックナットが締められない場合があります。
また純正アダプターの有無の確認も困難なのでネジ径、締め付け方向（正、逆ネジ）を間違えないよ
う注意が必要です。

ミラー取付部が逆ネジの車両、および前述の純正ミラーアダプターが装着されている車両は純正ミラー取り外しの際に緩める方向を間違
えないように十分ご注意ください。

VT400Sのミラー取付部（新車時）。
車両側正ネジ、ミラー側逆ネジのアダプターにダンパ
ー付きアダプターが装着されてブーツで覆われてい
る。

オーディオ
スイッチなど

ブレーキ
リザーバータンクなど

・ミラー（ステー）を手で回して締め上げる。
・ミラーアダプターやターナーを複数組み合わせて使用する。
・手でスムーズに回らないとき工具を使用して無理に締め上
げる。
これらはミラーのネジ山の破損、車両側のミラー取付部の
破損やミラーの脱落事故の原因となりますので絶対にお止
めいただきますようお願い致します。

8mmの場合 10mmの場合

約1/12回転 約1/10回転
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